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Advanced Experimental Course on International A&L ScienceⅠ 片山　茂 他

Advanced Experimental Course on International Agricultural and Life ScienceⅠ BAGOUDOU ABDEL FAWAZ

1 通年(集中) 集中･不定期 海外の学術交流協定校の大学等からの特別聴講学生

　 実習

非該当

授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
2026ASカリ, 2025ASカリ, 2024ASカリ, 2023ASカリ

【2025年度以降のカリキュラム対象】【専攻】国際性と地域性 国際性と地域性に根差し，環境と調和した持続的生産に関わる
に根差し，環境と調和した持続的生産に関わる知識と技術を修 知識と技術について理解を深め，国際的な視点から応用的に考
得している。 察できる能力を修得する。

⇔

授業の概要 短期留学生を受け入れる教員や共同で指導するその他の教員が担当する本学の講義，演習又は実験実習
に参加し，一定の基準（講義・演習は30時間以上，実験・実習は45時間以上）を満たせば１単位として
認定します。

Contents: This is for the international students from the partner universities or organizations. This 
program is  done by the professors of the Shinshu University and the partner universities or 
organizations. Each program should be inquired to the International Center for Agricultural 
Education and Research (ICAER) about the detail.

授業計画 本学教員および海外協定校の教員によって実施される本学の実験実習に参加します。

成績評価の方法 総合理工学研究科農学専攻が開設する講義，演習又は実験実習に基準時間数の学習活動が実施され，講
義・演習又は実験実習のレポートやディスカッションや発表内容・質疑応答等で評価します。

成績評価の基準 評定については次の評価基準を基本とします。
秀： 授業の達成目標水準から見て卓越している
優： 授業の達成目標水準よりかなり上にある
良： 授業の達成目標水準よりやや上にある
可： 授業の達成目標水準にある
不可（不可（D）： 授業の達成目標水準よりやや下にある
不可（不可（F）： 授業の達成目標水準にない

事前事後学習の
内容

積極的な自主学習を期待します。

履修上の注意 実験実習の内容を良く理解すること。

質問,相談への対
応

質問や相談は、下記の窓口教員または事務（学務グループ・国際交流担当）まで随時問い合わせてくだ
さい。

窓口教員：FAWAZ BAGOUDOU ABDEL
E-mail：fawaz@shinshu-u.ac.jp

事務：学務グループ（国際交流担当）

学生へのメッセ
ージ

【教科書】 特に指定しません。

【参考書】 参加する授業の指導教員によります。


